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叫
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下
に
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第

段

間
際
主
謀
枇
訓
の
解
決
方
法
へ
付
本
町
一
明
布
地
主
主
凶
作
叫
仙
の
此
町
議
印
刷
加
川
'
在
地
と
の
問
自
分
阻
方
紘
一
州
事
ら
本
山
師
に
て
綜
担
的
ド
謀

す
る
方
法
、
川
汁
立
川
同
仙
台
制
作
附
…
山
本
山
宝
山
川
か
す
な
川
に
制
枕
す
る
方
法
一
例
主
主
町
一
同
共
闘
崎
町
附
…
山
本
山
町
結
晶
に
特
別
問
保
を
同
L
て
課
す
る
方
法
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い
比
畳
所
ハ
ゆ
其
制
服
日
い
各
替
業
設
備
所
在
地
へ
の
分
間
掠
準
判
所
得
に
依
る
の
主
義
L
V其
是
皿
酬
は
円
骨
骨
組
所
何
組
収
入
に
陥
る
主
義
L
W
共
長
所
仏
其

垣
間

ω安
本
晶
甑
に
依
る
白
主
義
一
川
共
長
一
朗
州
共
短
所
間
土
地
建
物
。
賃
貸
倒
絡
に
位
る
由
主
義
一
官
長
所
同
共
組
問
問
従
業
者
自
置
に
依
る
主
載

小
川
共
長
所
~
山
県
短
所
引
け
佐
義
者
。
俸
給
制
に
依
る
主
義
一
川
H
長
所
一
同
比
一
知
師
向
諸
多
白
標
準
白
結
合
に
偵
る
主
義
判
所
得
と
或
他
白
外
噌
標
準
と

を
結
晶
子
る
主
義
川
所
仰
と
資
本
と
に
依
る

ι品
川
共
H

究
所
内
凡
一
地
所
川
所
作
と
給
料
軒
目
ふ
た
依
る
主
義
一
例
其
自
主
日
町
一
川
兆
一
地
所
同
般
事
。
井
静
標

準
監
枯
骨
す
る
主
義
川
一
般
的
に
一
定
。
組
合
せ
を
去
る
主
品
質
上
両
土
地
建
物
白
賃
貸
思
従
業
華
民
主
義
的
芸
品
賞
短
所

)

)

)
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義
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所
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知
所
B
業
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別
と
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義

a
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国
際
管
業
O
謀
揖

凹

O 

第
二
十
=
容

(
第
三
部

緒

言

管
業
課
税
は
面
倒
な
も
の
ピ
。

一
地
一
園
限
り
に
働
〈
管
業
H
h
t
文
句
は
な

νが
、
近
代
交
通
の
義
違
に
伴
ふ

て
相
官
業
が
他
地
方
他
固
い
い
ま
で
手
を
延
ば

L
・
足
場
を
庚
げ
る

Z
き
に
、
勢
ひ
税
権
の
管
轄
守
が
生
C
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
之
に
つ
き
般
舶
の
如
く
相
互
主
義
に
よ
り
て
兎
税
量
一
)
古
い
ふ
こ

Z
に
で
も
す
れ
ば
、
筒
軍

rが、

此
の
如
、
き
は
園
際
般
舶
の
如
き
特
殊
の
も
の
に
つ
い
て
は
行
ム
て
良
い
乞
り
で
、
康
〈
商
工
業
に
亘
っ
て
斯
の
如

き
も
り
を
及
ぼ

τ
こ
.
己
は
出
来
粂
ね
る
。
今
日
、
閲
際
的
管
業
に
劃
(
て
課
税
す
る
の
に
、
莫
逆
に
純
然
た
る
鳳

人
主
義
に
依
る
古
い
ム
誇
に
も
往
く
ま
じ
〈
、
そ
れ
か
=
い
ふ
て
純
然
た
る
属
物
主
義
に
依
る

Z
い
ふ
ニ
ご
も
出

家
宇
、
恐
ら
く
属
物
属
人
併
用
主
義
中
の
何
れ
か
の
一
の
主
義
を
採
る
外
な
き
ニ
芝
、
な
ら
う
が
(
註
ニ
)
、
其
の
物

に
依
り
所
在
に
依
り
て
管
業
に
課
税
す
る
だ
け
に
て
は
、
其
が
軍
一
地
又
は
軍
一
闘
に
の
み
替
業
所
を
有
つ
ご
き

に
は
問
題
は
筒
箪
で
め
る
付
れ
ど
も
、
其
が
数
多
の
地
方
、
園
に
亘
る
古
き
に
、
此
等
を
管
轄
す
る
稔
権
が
如
何

" 

に
之
を
課
税
す
べ
き
か
、
如
何
に
比
等
の
も
の
、
聞
に
税
を
配
嘗
す
べ
き
か
の
標
準
を
見
出
す
ニ
ご
が
六
っ
か
し

〈
な
る
。
帯
し
〈
不
動
的

ω物
で
も
土
地
家
屋
で
は
物
的
の
所
属
が
明
か
で
あ
h
ノ
二
し
か
あ
り
待
嗣
(
尤
も
数
多

の
地
方
、
園
に
士
た
が
る
大
な
土
地
、
家
屋
ご

ν
ム
ニ
古
も
想
像
し
得
る
が
、
其
は
各
地
各
闘
に
分
別
し
て
課
税

す
る
-
】

Z
が
容
易
で
あ
り
、

一
地
方
の
み
に
限
ら
れ
た
る
場
合
Z
殆
ん
Y
」
異
ら
ぬ
こ
ご
が
出
来
る
)
。

ij 

園
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れ
ど
も
管
業
は
数
多
の
税
権
匝
域
に
亘
っ
て
行
は
る
、
ニ
ご
が
可
な
ち
媛
紫
で
あ
り
、

一
の
管
業
牧
盆
又
は
所
得

に
劃
し
て
如
何
に
せ
ば
重
複
課
税
た
ら
し
め
ぎ
る
を
得
る
か
は
頗
る
困
難
な
る
問
題
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
賓
に

共
は
未
解
決
の
問
題
に
属
す
る
(
註
=
一
}
。
だ
か
ら
し
て
慈
に
之
が
解
決
方
法
に
つ
い
て
の
所
見
を
遁
ぺ
た
な
ら
ば
、

事
問
上
に
も
寅
際
上
に
も
有
盆
で
あ
ら
う
ぜ
思
ふ
た
に
困
っ
て
敢
て
此
文
を
作
る
。
認
に
は
主
ご
し
て
国
際
閣
の

問
題
ご
し
て
扱
ふ
が
、
併
し
勿
論
、
其
際
、

地
方
聞
の
こ
ご
を
奉
昭
一
し
、
そ
し
て
結
論
は
此
地
方
問

ωに
も
準
用

し
得
る
。
購
た
加
之
、
母
国
殖
民
地
聞
に
も
準
用
し
て
可
で
あ
る
(
謹
四
)
O

(
障
さ

船
舶
所
得
に
づ
い
て
は
、
目
、
英
、
米
に
相
互
主
義
的
に
、
持
園
入
自
分
に
莞
枕
す
る
規
定
あ
り
d

填
旬
植
承
国
間
四
一
九
一
一
一
年
四
協
定
が
其
で
あ
る
。
此
事
は
前
論
文
に
遮
ベ
た
。

(
盤
ニ
)

(
健
三
)

3
 

ジ
エ
シ
セ
ン
は
、
諸
多
白
闘
保
積
擢
白
問
に
納
揖
義
務
者
を
正
宮
に
分
間
す
る
問
題
は
持
業
に
つ
い
て
は
未
解
時
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

(
盤
固
)

英
本
固
と
殖
民
地
と
の
問
に
は
、
此
重
視
謀
積
を
避
〈
る
が
銘
め
に
特
別
な
る
方
法
を
採
用
し
た
。
即
ち
-
九
一
九
年
に
任
命
さ
れ
た
る

所
得
積
に
つ
き
で
白
帝
閥
委
員
曹
が
主
昭
如
き
勧
告
を
決
議
し
、
一
九
二

O
年
、
英
本
間
は
共
財
務
法
巾
に
此
趣
旨
白
宥
相

E
規
定

L
、
植
民
地

も
置
い
て
之
を
探
用

L
、
多
〈
白
も
白
は
之
に
一
致
し
た
が
、
皆
な
凡
べ
て
が
、
き
う
し
た
と
い
ふ
白
で
は
な
い
。
帝
問
委
員
骨
O
勘
骨
の
要
鈷

は
、
此
本
圃
と
殖
民
地
左
翼
方
か
ら
課
積
せ
ら
る
L

所
得
に
封
し
て
む
宥
恕
四
全
額
は
此
ニ
白
も

o
h
中
目
低
い
方
自
に
曹
し
か
る
べ
く
、
納
税

者
は
此
ニ
の
申
の
高
い
方
自
分
に
相
官
な
る
だ
け
は
負
は
な
く
て
は
な
ら
由
。
新
〈
て
第
一
に
英
本
国
所
得
揖
「
追
加
精
の
分
を
も
合
む
)
白
相
官

。
設
よ
り
し
て
、
同
一
所
得
に
つ
き
翻
せ
ら
れ
た
る
殖
民
地
所
得
唖
白
金
部
出
控
時
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
尤
も
如
伺
な
る
場
舎
に
も
.
英
本
圃

に
て
興
へ
ら
る
為
市
有
理
由
最
高
寧
は
、
英
本
圃
所
得
税
事
目
半
分
を
起
へ
ぎ
る
を
要
ナ
。
第
二
に
、
全
額
が
英
本
固
と
刑
民
地
主
の
こ
の
職
自
低

い
方
に
謹
ナ
る
ま
て
白
宥
恕
を
納
積
者
に
興
ふ
る
鋳
め
に
必
要
な
る
其
上
の
救
済
は
、
常
該
嗣
係
植
民
地
白
方
に
て
異
へ

ιる
eへ
き
も
白
と
ナ
る

論

叢

間
際
管
業
の
謀
積

第

競

四

) 

第
二
十
二
巻

四
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Current problems in finance and government. p. 201. 
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Jen白川 Publkfinance. p. I7I. 
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閣
際
替
業
白

課
唖

(
第
三
掠

四

四

} 

論

第
二
十
二
巻

第
一
段

国
際
費
業
課
積
の
困
難

一
国
際
管
業
課
税
困
難
の
事
情
|
|
稔
を
物
的
に
課
税
す
る
に
於
て
簡
明
な
の
は
土
地
家
屋
で
ゐ
る
。
其
が
何
の

税
権
に
麗
す
べ
き
か
は
物
的
に
は
守
ひ
は
な
い
。
之
に
つ
き
其
所
在
地
の
税
権
Z
其
所
有
者
の
殺
揺
さ
の
聞
に
叫

守
を
生
じ
得
る
げ
れ
ど
も
、
其
所
在
地
ご
い
い
ふ
も
の
は
一
ゐ
っ
て
ニ
あ
り
得
ぬ
。

又
は
地
方
に
跨
が
る

ニ
の
園

ご
い
ふ
こ

Z
は
あ
る
が
、
英
に
し
て
も
有
形
的
に
此
を
分
別
し
て
各
園
、
各
地
方
に
於
げ
る
所
属
を
定
め
る
こ
E

が
出
来
、
問
題
は
容
易
に
解
決
さ
る
、
。
其
他
の
有
形
動
産
に
至
つ
て
は
可
勤
な
行
け
に
問
題
は
起
る
が
、
兎
-b

角
主
(
が
表
現
的
な
だ
け
で
は
之
が
所
在
は
明
示
さ
れ
る
。
或
は
之
が
持
主
に
従
ふ
も
の
Z
し
て
持
主
の
住
所
が
卸

ち
其
所
在
H

h

z

し
で
も
良
い
。
慮
が
暗
官
業
己
な
る
Z
、
表
現
的
で
あ
b
不
動
的
の
も
の
で
も
あ
る
が
、
前
記
の
も

の
に
比
し
て
は
捕
捉
の
六
つ
炉
し
い
も
の
ご
い
ふ
事
が
あ
る
建
五
)
。
若
も
此
が
唯
ガ
一
の
居
、

一
の
工
場
の
み
か

ら
成
立
っ
て
居
れ
ば
、
土
地
や
家
屋
吉
岡
慌
に
其
所
在
地
に
て
取
れ
ば
良
い
の
で
、
税
構
の
宗
は
趨
ら
品
。
慮
が

替
業
仁
は
往
々
に
し
て
、

設
備
な
Y
」
が
あ
り
得
品
。

一
企
業
軍
位
に
属
す
る
数
多
の
庭
、

工
場
、

事
務
所
、

L 

応
、
出
張
所
、
分
工
場
ご
い
ふ
こ
ご
は
珍
ら
し
ご
せ
ぬ
。
其
が
凡
ぺ
て
一
税
構
の
匡
域
内
に
あ
れ
ば
問
題
は
筒
軍

に
解
決
す
る
が
、
此
が
異
っ
た
税
権
に
麗
し
、
特
に
其
も
地
方

t
地
方
E
な
れ
ば
ま
だ
解
決
し
易
い
が
、
関
吉
岡 支

Seed and Rawlinson. 1， c. p. 2田 5.116. Crobaugh， Intemational comity 
in taxation. (Journal of Politi回 1Economy. April. 1923.) p. 270. Shirras， 
Pub1ic凸nance.p. 173 

4) 
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Z
の
聞
に
亦
れ
て
一
企
業
の
設
備
が
数
多
存
在
す
る
ご
き
に
は
、
勢
ひ
課
税
難
ご
も
な
h
、
巳
h
u
を
得
十
重
複
課

税
ご
も
な
る
o

此
車
一
企
業
に
属
す
る
数
多
の
庖
又
は
工
場
が
各
並
行
し
濁
立
し
て
管
業
し
経
替
さ
れ
、
隠
っ
て

其
等
の
所
得
牧
盆
が
別
々
に
計
算
さ
れ
得
る
Z
き
は
ま
だ
良
い
が
、
各
設
備
が
草
に
金
鍾
の
仕
事
の
草
な
る
段
階

に
止
ま
る
に
於
て
は
最
後
の
段
階
た
る
設
備
の
み
が
明
確
な
る
牧
盆
所
得
を
生
C
、
前
の
方
の
段
階
に
属
す
る
も

り
は
、
此
最
後
の
も
の
、
準
備
た
る
に
止
ま
っ
て
、
其
自
身
直
接
に
は
何
の
牧
盆
所
得
を
生
壱
ぬ
ご
い
ふ
こ
=
仁

な
る
o

併
し
比
が
生
壱
ぬ
か
ら
ご
い
ふ
て
其
設
備
を
管
轄
す
る
税
穫
が
会
〈
之
に
課
税
せ
ぬ
己
い
ふ
ニ
ざ
は
出
来

な
い
。

き
り
ご
て
如
何
に
し
て
金
程
的
牧
盆
、
所
得
の
中
か
ら
此
等
の
準
備
的
設
備
に
相
営
し
た
る
も
の
を
分
別

す
る
か
六
っ
か
し
い
問
題
ご
い
は
な
〈
て
は
な
ら
向
。
若
夫
れ
一
企
業
内
に
並
行
濁
立
し
て
経
営
せ
ら
る
、
別
異

の
庖
舗
、
工
場
ご
い
へ
ど
も
、
其
等
が
一
企
業
に
麗
す
る
以
上
は
、
完
全
に
濁
立
し
て
は
居
ら
ぬ
。
各
部
芭
し
て

濁
立
活
動
の
方
面
も
ゐ
る
が
、
又
共
通
し
て
活
動
す
る
部
分
も
あ
る
。
其
れ

rげ
に
て
は
叉
一
企
業
軍
位
の
全
慢

か
ら
其
々
の
局
部
に
相
嘗
な
る
負
措
を
分
別
す
る
標
準
を
見
出
す
こ
ご
が
難
い
古
川
レ
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。

セ
リ
グ
マ

y

は
、
骨
業
剰
得
白
場
骨
に
は
問
題
は
一
回
世
錯
綜
す
る
こ
K
L
な
る
と
い
ふ
て
居
る
。

(
註
五
)

二
問
題
の
税
積

A
所
得
税

1
i
に
て
は
何
Z
し
て
も
問
題
ご
な
る
。

問
は
守
)
の
所
得
中
か
ら
し
て
如
何
に
し
て
各
関
各
地
に
散
在
す
る
所
属
設
備
に
相
官
す
る
部
分
を
国
別
す
る
か

一
管
業
単
位
(
自
然
人
に
属
す
る
Z
法
人
に
麗
す
る
ご
を

論

叢

開
際
替
業
の
議
論

第
二
十
ニ
巻

(
第
三
都

四

四
=
一
)

Seligman， Essays in 柏 田tion.8 ed. p. 124 5) 
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論

護

四

回

国
際
替
業
の
課
枕

第
三
十
二
番

四
回
)

第
= 
貌

ム
ハ
っ
か
L
h
v
o

我
現
行
所
得
税
法
で
は
、
我
邦
に
佳
慮
、
又
は
一
年
以
上
の
居
虞
を
有
つ
自
然
人
及
法
人
は
(
内
闘

人
た
る
ご
外
図
人
た
る
ご
を
問
は
中
)
、

内
外
何
れ
の
鹿
に
も
つ
も
の
で
も
其
凡
べ
て
の
庖
舗
工
場
等
よ
り
生
す

る
凡
ぺ
て
の
所
得
に
人
的
に
課
税
す
古
い
ふ
か
ら
、
此
分
は
課
税
方
法
ご
し
て
は
簡
明
だ
が
、
併
し
一
面
に
は
其

外
国
よ
h
生
宇
る
分
に
つ
き
捕
捉
難
ぜ
い
ふ
こ
ご
は
免
れ
ぬ
。
其
は
巳
む
を
得
同
ご
し
て
も
、
他
一
自
に
は
外
閣
か

ら
来
る
分
に
つ
き
外
国
に
で
も
嘗
然
課
税
す
る
ニ
ピ
に
な
る
の
さ
重
複
課
税
Z
な
る
を
兎
れ
宇
、
其
は
避
け
た
が

良

νzν
ふ
こ
ご
に
な
る
ご
、
此
外
来
の
1
7
を
金
所
得
中
か
ら
分
別
す
る
方
法
に
困
る
正
い
ふ
こ

Z
に
も
な
る
。

そ
れ
か
ら
前
記
の
僚
件
に
か
、
ら
ぎ
る
人
、
郎
ち
在
外
国
の
人
が
我
邦
に
て
有
つ
所
の
管
業
・
其
れ
は
恐
ら
く
は

多
〈
の
場
合
、
外
国
に
本
庄
が
あ
っ
て
内
地
に
支
応
出
張
所
分
工
場
な
ど
を
有
つ
場
合
で
あ
ら
う
が
、
此
場
合
、

此
人
は
其
内
地
に
て
有
つ
替
業
の
所
得
だ
り
に
ワ

νて
我
邦
に
て
所
得
税
を
物
的
に
課
税
せ
ら
る
、
ニ
己
、
な

る
O

此
絡
の
場
合
、
彼
の
金
管
業
所
得
か
ら
内
地
開
係
。
分
の
み
を
分
別
す
る
正
い
ム
ミ
ご
が
叉
、
六
つ
が
し

ν

ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

川
山
牧
盆
税

l
lた
る
替
業
殺
に
て
は
、
務
質
上
内
地
分
の
み
を
分
別
し
て
課
す
る
こ
吉
、
な
る
で
あ
ら
う
。
我

現
行
管
業
税
法
も
亦
比
趣
旨
で
あ
り
、
物
品
販
貰
業
を
初
め
ご
し
て
特
に
指
定
し
た
る
崎
営
業
に
て
は
嘗
然
、
凪
官
業

場
毎
に
課
税
し
、
随
ふ

t
内
地
の
分
の
み
を
課
す
る
ニ
吉
、
な

b
、
業
以
外
の
管
業
に
て
は
内
地
E
外
国
記
に
渉

る
も
の
は
内
園
に
於
げ
る
課
税
標
準
を
見
積
ち
て
課
税
す
Z
V
ふ
か
ら
此
も
矢
張
、
り
内
地
の
分
の
み
を
課
す
る
こ



め
る
品
川
ご
の
関
係
が
不
均
衡
に
ご
い
ム
ニ
ご
に
は
な
b
得
る
。
矢
張
h'J
蕊
に
公
卒
な
る
分
別
の
困
難
ご
い
ふ
も
の

一吋月間関数型炉

巾，'，L'.，島 、午牛

Z
に
な
る
。
作
其
に
つ
き
比
迄
の
外
形
標
準
主
義
の
下
に
、
段
に
資
本
金
額
に
は
分
別
難
が
あ
る
。
責
上
金
額
放

入
金
額
に
至
つ
て
は
、
分
別
し
て
分
別
の
出
来
ぬ
こ
ご
は
な
い
が
、
企
業
軍
位
の
金
瞳
hr
ら
見
て
其
古
美
内
地
に

が
あ
る
。
従
業
者
数
、
建
物
賃
貸
債
格
に
至
つ
て
は
分
別
一
一
居
容
易
で
は
あ
る
が
、
倫
ほ
或
度
ま
で
類
似
の
不
均

衡
が
あ
る
。
日
円
今
度
の
改
税
案
が
過
は
っ
て
管
業
税
が
純
益
叉
は
所
得
に
依
る
の
主
義
を
Z
る
こ
ぜ
に
な
れ
ば
、

周
際
偉
業

ω内
地
に
て
得
る
R
T
を
品
川
別
す

Z
こ
さ
は
所
得
税
に
つ
い
て
前
に
い
ふ
た
吉
岡
じ
困
難
に
出
曾
は
な
け

れ
ば
な
ら
向
。
此
れ
亦
、
改
税
案
の
一
一
飲
貼
だ
。
此
結
か
ら
い
へ
ば
現
行
制
の
方
が
改
税
案
よ
h
は
、
ま
し
で
ゐ

る。

第
三
段

国
際
営
業
課
税
難
の
解
決
方
法

一
本
居
所
在
地
Z
支
庭
菜
他
の
管
業
設
備
所
在
地
ご
の
間
の
分
配
方
法

は
山
専
も
本
底
に
於
て
綜
合
的
に
認
す
る
方
法
1

1
各
管
業
に
つ
き
物
的
に
(
人
的
で
な
〈
)
課
す
る
己
し
て
も
、

其
の
本
底
所
在
地
税
権
が
其
各
支
庖
分
工
場
等
よ
h
来
る
凡
ぺ
て
の
所
得
を
一
括
し
て
課
税
し
、
支
庄
支
所
等
の

所
在
地
枕
擦
は
る
ァ
、
課
税
せ
予
ご
す
る
咽
』
苫
が
出
来
る
(
詰
六
)
O

比
は
人
的
に
管
業
の
持
主
に
就
き
て
課
す
る
の
ご

は回卦
'
9
、
矢
張
・
り
一
の
物
的
の
課
税
方
法
で
は
あ
る
o
管
業
所
有
者
の
佳
慮
芭
管
業
本
庖
の
所
在
地
芭
は
必
十

L

論

護

国
際
替
業
。
課
積

第
二
十
二
容

(
第
三
抽
出

凹
五

四

五
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協凧町

諭

叢

第
二
十
ニ
巻

四
ニ
穴

(
第
三
掠

四
六
)

国
際
管
業
申
謀
設

も
一
致
せ
向
。
美
一
致
せ
ぬ

rり
に
於
て
此
方
法
は
人
的
課
税
方
法
Z
は
異
る
。

(
時
六
)

一
闘
が
法
人
を
其
法
律
上
田
佐
島
、
即
ち
本
鹿
島
在
地
に
て
謀
視
す
る
を
得
と
い
ふ
て
居
る
が
、
自
然
人

a
理
論
よ
、
セ
リ
グ
マ
ン
は
、

の
管
業
に
つ
い
て
も
、
此
白
如
き
方
法
が
亦
一
の
方
法
と
し
て
は
存
L
得
る
。

い
り
質
例
と
し
て
は
、

hrpz串
「
る
を
得
る
。
此
岡
に
て
は
、
持
間
関
係
自
替
業
に
つ
き
金
制
得
に
課
す
る
か
、
此
固
に
詮
越
さ
る
ゐ
刑
得
の
み

に
諒
す
る
か
は
佳
麗
に
依
ら
ず
、
決
定
的
自
力
は
管
業
の
民
の
支
配
自
存
L
E
は
行
は
れ
得
る
場
慮
と
い
ふ
己
主
で
あ
り
、
一
昨
替
業
が
英
聞
に

て
管
問
ぜ
ら
る
お
場
合
に
は
h
T
和
伊
が
謀
せ
ら
れ
、
其
が
外
聞
に
て
管
瑠
せ
ら
る
誌
と
き
に
は
、
英
聞
に
ま
で
の
遺
品
の
み
に
課
す
。
英
国
聞
と
愛

蘭
と
の
聞
係
で
は
、
車
問
。
あ
る
蕗
て
少
和
一
伊
が
課
枕
せ
ら
れ
司
支
局
内
所
在
地
で
は
、
其
宝
唐
に
て
得
ら
る
ふ
制
得
に
闘
す
る
吉
川
に
て
課
税

す
る
。
で
英
国
て
は
件
往
所
得
に
は
此
主
義
を
貰
か
白
出
、
外
車
所
得
に
は
比
主
義
を
採
る
。
日
本
に
て
も
、
法
人
に
あ
っ
て
は
日
本
に
本
間
が

あ
札
ば
舛
閣
支
庖
白
分
に
も
此
本
信
虚
在
地
た
る
日
本
に
て
所
得
税
を
謀
社
せ
ら
れ
、
件
聞
に
本
膚
を
も
っ
法
人
の
目
本
に
於
け
る
支
賠
は
其
宝

唐
山
分
の
み
に
つ
き
日
本
に
納
罰
す
る
。
自
然
人
に
あ
り
て
は
其
も
ワ
普
華
町
本
賠
が
岡
本
に
あ
り
て
其
人
由
佳
所
も
日
本
に
あ
れ
ば
、
内
M
肝
心

庖
よ
り
掠
る
凡
べ
て
の
所
持
に
封
し
て
日
本
て
納
枕
す
る
と
と
に
な
り
、
(
日
本
に
住
す
る
外
岡
人
に
は
持
圏
に
あ
る
庖
よ
り
捕
る
も
山
岳
兎
ず
)

其
本
底
討
外
国
に
あ
り
て
支
庖
が
内
地
に
あ
り
而
か
も
持
主
が
内
地
に
佐
す
る
場
合
に
も
内
持
よ
り
車
る
凡
ペ
て
白
替
業
所
得
に
日
本
に
て
器
酷

き
る

-f」
と
ゐ
な
り
、
外
聞
に
佳
す
る
人
の
内
地
に
も
つ
支
庖
は
却
師
、
内
地
に
も
つ
本
賠
に
ワ
い
て
も
、
内
地
に
も
つ
も
の
だ
け
に
つ
い
て
日
本

の
所
相
棺
を
謀
し
、
外
国
か
ら
生

f
る
も
白
に
は
之
を
課
し
な
い
。
即
ち
H
本
法
に
て
は
法
人
で
は
件
住
所
得
に
周
鞠
主
義
を
と
り
、
持
産
所
得

に
つ
き
掴
人
主
義
主
嵐
物
主
義
と
し
て
白
本
唐
車
義
主
由
一
致
を
且
る
師
、
自
輯
人
に
つ
い
て
は
本
宿
主
義
て
は
な

4
、
外
車
所
得
に
は
属
人
主

義
、
外
住
所
得
に
は
風
物
主
義
を
採
る
。
ぞ
れ
か
ら
填
伺
櫨
承
闘
が
一
九
一
一
-
年
羅
馬
に
て
協
定
し
た
所
に
よ
れ
ば
、
支
庖
が
其
所
在
四
間
医
、

共
に
て
得
h
b
h
利
盆
に
つ
き
支
摘
は
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
も
の
ミ
外
は
、
普
業
制
盆
は
其
活
動
が
仲
間
に
及
ぶ
・
と
も
、
本
応
所
在
聞
に
て
謀
桔
す

と
い
ふ
か
ら
、
保
件
附
で
は
あ
り
完
圭
て
位
な
い
が
、
主
識
・
と
し
て
は
此
に
い
ふ
も
の
を
採
る
。
倫
日
晶
画
の
地
方
枯
で
は
-
般
に
財
産
現
在
車

庫
的
所
在
地
に
て
諒
す
る
。
偲
令
、
共
替
業
刑
得
の
最
多
〈
の
も
の
が
闘
内
白
他
地
方
か
ら
得
ら
れ
て
も
然
切
と
い
ふ
と
と
で
あ
お
(
此
場
合
、

" 
Seligman. lncome tax. 2 ed. p. 647・
Reddish and Teverson. 1. c. p. 83. SeeCl and R.c1.wlinson， 1. c. p. 88 
Stamp， 1. c. p. 189. CrobaiIgh. L c. p. 272. Seli且man，Essays in taxatlOn. 
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尉
産
枕
を
替
業
か
ら
且
れ
ば
替
業
種
管
業
所
得
輸
の
代
り
由
も
の
左
見
る
と
と
が
出
串
る
}
。

い
其
長
所
|
|
1
此
方
法
以
本
唐
古
い
ム
も
の
、
事
業
の
み
一
種
に
劃
す
る
重
吉
炉
ら
見
て
或
度
ま
で
正
営
だ

ご
い
ひ
得
る
。

2
そ
し
て
庇
に
依
れ
ば
各
部
に
つ
き
諜
稜
標
準
金
分
別
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
取
扱
は
至
極
簡
明

な
る
を
得
る
。
け
い
又
此
主
義
が
各
国
に
行
は
れ
た
な
ら
ば
重
複
課
税
も
な
〈
て
済
む
。

h
M
共
編
所
1
1
1
併
し
此
方
法
は
何
ご
い
ふ
て
も
関
係
国
に
費
し
て
の
寵
分
の
る
卒
を
得
凶
ご
い
ふ
大
候
勤

を
持
ヮ
。
此
に
よ
れ
ば
本
庄
所
在
地
税
権
が
過
嘗
に
有
利
ご
な
る
。
支
庖
支
所
等
の
所
在
国
政
府
ご

ν
へ
ど
も
某

気
め
相
嘗
に
童
し
て
居
る
の
に
、
会
C
之
に
卦
し
課
税
し
得
ぬ
ざ
い
v

ふ
の
は
、
ゐ
ま
り
に
不
目
公
平
に
。
叉
、
此
方

法
が
各
園
に
於
て
行
は
る
、
の
ご
告
は
、
管
業
者
は
相
率
ゐ
て
課
税
の
比
較
的
低
い
地
に
本
底
を
置
〈
こ
ご
に
な

り
、
此
勅
か
ら
し
て
も
愈
々
以

τ不
公
平
な
る
分
配
を
助
り
る
。
ヨ
共
は
膿
が
て
支
応
所
在
闘
の
財
政
を
困
ら
す

こ
ピ
に
な
り
、
財
政
牧
入
上
に
も
快
陥
を
生
守
る
0
3
そ
し
て
本
庄
の
み
に
て
課
税
す
る
結
果
E
し
t
、
支
庖
等

re
‘、

の
1
7
が
遺
脱
さ
れ
る
正
い
よ
費
行
上
の
危
険
も
少
〈
な
い
1

。

B
本
庖
支
庖
等
各
別
に
課
税
す
る
方
法

l
l此
は
前
の
方
法
の
反
担
割
で
、
本
庖
の
み
な
ら
宇
、
支
庖
等
に
も
主
(

れ
相
臆
の
課
税
を
錫
す
の
で
あ
る
(
註
七
)
。
之
を
国
際
的
に
会
卒
に
行
ふ
矯
め
に
は
勿
論
、
本
庄
支
庖
等

ω所
在
地

(
盤
七
)

が
凡
ぺ
て
一
定
の
標
準
に
よ
b
て
分
配
す
る
こ
己
、
な
ら
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。

論

叢
濁
逸
て
は
て
企
業
下
の
諸
多
ゆ
管
業
所
が
燭
遁
各
邦
に
捗
り
存
す
る
と
き
、
骨
割
的
謀
穂
町
行
は
る
λ

こ
と
誌
な
る
。
一
九

O
九

年

以

四
ニ
七

国
際
管
業
白
謀
殺

四
七
)

第
二
十
ニ
巻

(
第
三
扱

一一?
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サl相

護

園
際
審
議
由
課
積

論

第
二
十
二
審

第

現

四
/l. 

四

y、

車
、
告
白
確
定
的
な
石
場
慮
的
白
設
備
{
定
住
替
業
白
掴
替
に
役
立
つ
所
由
)
出
管
業
所
と
見
ら
れ
、

E
つ
其
白
所
在
閣
か
ら
課
す
ベ
き
も
由
と
さ

れ
る
。
此
に
て
定
著
し
た
る
替
議
。
本
庄
が
管
業
所
と
せ
ら
る
込
由
み
て
な
〈
、
支
底
、
工
場
、
仕
入
場
、
置
場
、
倉
庫
、
既
骨
慮
、
並
に
、
管

業
を
行
ふ
鑓
め
に
企
業
者
自
ら
に
よ
り
、
共
白
仲
間
、
支
配
人
、
買
は
其
他
白
伶
表
者
に
よ
り
て
靴
持
せ
ら
る
h

替
業
白
設
備
も
替
業
所
と
せ
ら

れ
る
。
そ
し
て
其
替
業
所
目
存
在
す
る
#
邦
に
で
金
管
栄
町
長
牧
描
出
課
せ
ら
る
べ
か
ら
干
し
て
、
謀
暗
は
も
し
ろ
此
場
合
、
諸
多
目
各
邦
に
よ

り
て
分
担
的
に
生
ず
ベ
き
も
白
と
さ

ιた
。
バ
イ
エ
ル
ン
四
一
九
二
一
年
四
替
業
税
法
に
て
も
、
比
闘
に
て
替
主
る
為
替
業
が
之
を
謀
せ
ら
れ
、

本
底
の
み
な
ら
子
、
支
底
、
工
場
、
貰
貰
所
、
事
務
所
、
其
他
、
普
業
の
賀
行
の
岱
品
企
業
者
自
身
、
共
仲
間
、
支
町
人
又
は
其
他
申
代
表
者
に

よ
り
て
維
持
せ
ら
る
ミ
普
業
設
備
に
諜
せ
ら
れ
る
。
諸
池
田
闘
に
も
捗
る
諸
多
目
普
議
所
d
F
組
織
的
に
統
一
あ
る
品
川
替
禁
止
し
で
骨
-
す
る
と
き

は
、
諜
精
出
分
間
的
に
行
は
る
べ
し
と
ぜ
ら
れ
る
。
テ
ユ
ル
ヒ
ア
ー
の
重
複
謀
枕
回
避
案
に
も
、
カ
ン
ト
シ
領
説
内
に
て
替
ま
る
L

商
工
企
業
又

は
其
宝
昨
聞
の
平
副
査
以
外
回
財
産
及
所
得
は
其
カ
シ
ト
ン
白
荷
樺
に
服
せ
し
む
h
h
あ
る
。
日
本
白
地
方
穂
に
て
も
、
納
栂
者
向
府
臓
外
に
て
替
業

所

E
定
め
た
る
替
業
又
は
其
枚
入
に
は
府
騎
粧
を
課
す
る
を
得

f
と
し
で
居
る
白

い
其
長
所

1
1
1此
方
法
は
各
の
閥
係
務
権
の
財
政
牧
入
を
盟
国
に
有
利
ご
す
る
。
2
各
校
纏
は
其
が
本
庖

の
慮
在
地
た
る
ご
支
底
等
の
所
在
地
た
る
ご
を
関
は
守
、
何
れ
も
其
管
業
所
t
関
係
を
有
L
、
之
が
斜
め
に
費
用

を
使
っ
て
居
る
所
だ
か
ら
、
之
に
膳
じ
て
相
営
の
分
配
を
受
〈
る
の
が
至
宮
で
は
あ
り
、
此
方
法
は
之
に
遁
癒
す

る。

3
此
れ
は
叉
各
関
係
地
に
て
監
賛
す
る
ご
吉
、
な
っ
て
税
務
行
政
上
遺
漏
少
量
の
利
も
あ
b
、
4
そ
し
て
各

国
の
聞
に
之
に
つ
き
協
定
が
出
来
て
、
相
並
ん
で
行
は
れ
た
な
ら
ば
、
先
づ
大
慢
に
於
て
重
複
課
税
を
逃
げ
る
司
}

ご
が
出
来
る
o

hw其
短
所
|
|
い
た
い
此
方
法
に
依
る
さ
き
に
、
本
庖
Z
い
ふ
も
の
、
企
業
の
金
健
に
劃
す
る
重
さ
に
考
へ

Lotz， Fw. S. 2i4→Eheberg， Fw. 18 & 19 Aufl. S. 201. Ringel-man， 
und Muhlfeld， Bayeri!iches Gewerbsteuergesetz. S. 3J・Zurcher，Verhot 

der Doppelbesteuerung. S. 131 
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λ

て
は
、
之
を
支
底
並
み
に
扱
ふ
二
ご
の
会
卒
を
快
〈
芭
思
は
る
、
節
が
あ
る
。

2
そ
れ
か
ら
努

L
〈
後
五
の
見
地

各
地
に
分
配
す
る
に
つ
い
て
遁
営
な
る
標
準
の
求
め
難
い
ご
い
ふ
・
』
己
も

か
ら
並
に
賀
行
上
の
見
地
か
ら
し
て
、

ゐ
る
。引

本
庄
の
縛
め
に
特
別
留
保
を
縛
し
て
課
す
る
の
方
法
1
i即
ち
支
底
分
工
場
等
の
所
在
地
に
て
も
課
税
す
る

炉
、
本
底
所
在
地
に
で
特
別
に
多
〈
を
課
せ
し
む
る
方
法
で
富
士
)
、
其
潟
め
に
は
芙
企
業
会
鰭
に
拠
到
し
本
庖
所
在

地
税
法
に
依
れ
ば
嘗
然
謀
せ
ら
る
吋
き
も
の
、
一
定
部
{
例
之
四
分
こ
は
本
庖
所
在
地
税
構
に
て
先
づ
以
て
課
税

し
、
美
残
に
賞
る
部
分
を
本
庄
支
底
抗
T
工
場
等
の
所
在
地
税
権
問
に
一
定
標
準
に
て
分
配
す
る
か
、
又
は
先
づ
一

慮

一
定
の
標
準
に
よ
り
て
本
支
底
所
在
地
税
楢
の
聞
に
分
配
し
、
特
に
本
庄
所
在
地
税
構
に
は
み
-
鵠
に
劃
す
る

一
定
部
を
留
保
し
、
前
標
準
に
よ
り
て
本
底
所
在
地
に
分
配
せ
ら
る
べ
き
も
の
が
此
一
定
部
に
漣

L
な
い
ど
き
に

は
、
各
支
底
等
の
所
在
地
の
分
を
按
分
削
減
す
る
こ
古
に
し
た
ら
良
い
。

私
は
嘗
て
地
方
桔
に
閥

L
、
此
方
法
を
提
案
し
た
。
官
時
、
従
業
者
の
報
酬
金
額
を
標
準
と
し
て
本
支
局
所
在
地
に
分
配

L
、
但

L
全
盛

り
回
A
F

一
度
白
も
田
監
事
庖
に
留
保
す
べ
し
と
L
た
。
普
魯
酉
白
地
方
替
業
積
白
分
配
に
で
は
、
金
所
得
白
+
分
一
が
本
席
所
在
地
に
留
保
さ

9
 

れ
、
裁
の
も
白
出
一
定
D
標
単
に
よ
り
て
本
支
庇
所
在
地
に
分
配
せ
ら
る
為
。

(
註
八
)

け
其
長
所
|

l川
比
方
法
は
第
一
方
法
ご
第
二
方
法
草
の
中
庸
を
採
っ
た
も
の
で
、
第
一
法
の
如
き
本
底
所

在
地
偏
重
を
避
け
、
併
し
第
二
法
の
本
府
川
在
地
の
重
さ
を
無
親
す
る
の
訣
陥
を
免
れ
、
本
庖
所
在
地
に
相
官
の

論

間
際
皿
官
業
自
謀
枕

(
第
三
観

四

:7L 

四
九
)

第
二
十
一
一
巻

議

拙著.租続肝究.第三巻 321-2. Bimbaum， Gemeindlichen Ste回目ysteme
in Deutschlancl. S. 43. A.sch， Gemeindefinanzen:unrl-討euernin Preussen. 
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背

議

四
三

O

岡
際
管
業
白
諜
揖

(
第
三
越

第
二
十
ニ
巷

五
O
}

重
さ
を
認
め
つ
、
、
支
厄
等

ω所
在
地
に
も
相
嘗
の
配
嘗
を
得
し
な
る
の
故
に
最
も
H

公
平
に
遁
う
Z
思
は
阜
、
0

2
勿
論
此
に
よ
り
各
地
の
財
政
枚
入
に
も
相
官
の
貢
献
を
震
し
、

3
賀
行
も
左
ま
で
難
か
ら
宇
、
特
に
第
一
法
に

見
る
如
き
軽
枕
地
へ
本
庖
を
殊
真
に
移
す
の
弊
に
も
陥
ら
す
、

4
之
に
つ
き
各
国
の
協
定
協
力
さ
へ
得
ら
る
れ

ば
、
大
韓
、
重
復
課
税
は
避
け
ら
れ
る
。

ろ
其
短
所
1
1
1
た
い
此
方
法
は
品
開
h
，
に
巧
み
な
ピ
げ
に
、
賀
行
上
多
少
の
面
倒
を
免
れ
ぬ
。

2
且
つ
n
公
平

ぜ
い
ふ
'
』
ご
も
最
正
に
い
へ
ば
問
題
正
は
な
る
。
夫
の
一
定
部
の
蓮
み
方
、
各
地
へ
の
1
7
配
の
標
準
E
い
ふ
こ
E

に
於
て
厳
格
な
毛
益
正
が
得
ら
れ
た
ご
は
い
へ
な
い
。
併
し
此
械
の
問
題
に
は
大
檀
の
公
正
を
得
る
に
よ
り

τ甘

ん
や
る
外
な
く
、

を
し
て
若
干
の
賞
行
難
も
己
む
を
得
中
古
す
る
な
ら
ば
、
此
方
法
は
少
〈
正
も
他
の
方
法
に
比

L
て
は
最
勝
れ
た
方
法
ご
い
ふ
て
良
か
ら
う
。

二
各
管
業
設
備
所
在
地
へ
の
分
配
標
準
1

上
記
の
如
〈
本
庖
所
在
地
£
其
他
の
四
営
業
設
備
の
所
在
地
己
の
聞
に

は
或
皮
ま
で
等
差
を
附
げ
て
分
配
す
る
の
が
遁
嘗
に
ご
し
て
、
各
品
百
業
設
備
へ
の
配
嘗
標
準
ご
し
て
何
を
還
な
ぺ

き
か
に
就
き
て
は
、
色
々
の
標
準
が
考
に
浮
ょ
。
左
に
之
を
列
泉
し

τ比
綾
研
宛
し
て
見
ゃ
う
。

A
所
得
に
依
毛
主
義
1

先
づ
其
々
の
普
業
設
備
に
於
け
る
所
得
を
計
h

干
し
て
之
に
感
じ
て
各
関
係
地
に
て
課

す
る
ご
い
ふ
主
義
が
あ
る
(
詰
九
)
O

(
陸
九
)

設
闘
所
得
暗
に
て
、
外
住
所
得
と
い
ふ
べ
き
も
の
に
此
が
行
は
る
る
。
即
ち
日
本
に
住
慮
又
目
て
年
以
J
O
居
慮
を
有
せ
ざ
る
も
回
出
日

r 



本
に
俸
業
主
有
っ
と
昔
、
共
小
川
所
得
に
つ
を
-
て
時
四
惜
粧
を
課
す
と
い
ふ
自
で
、
之
を
採
っ
て
居
る
。
今
度
、
管
業
拾
が
仲
間
市
標
準
主
義
恥
ら
、
管

業
所
得
主
義
と
な
れ
ば
比
に
も
其
が
行
は
る

2
7
1な
ら
う
。
そ
れ
か
ら
-
九
一
一
一
旬
。
害
時
に
ゆ
け
る
塊
冊
一
躍
承
園
田
協
定
に
依
れ
ば
、
管

業
刑
得
世
各
固
が
其
境
界
向
に
存
在
す
る
設
備
に
よ
り
止
ず
る
所
得
白
ょ
に
諒
揖
す
る
と
と
L

た
る
叫

い
い
其
長
所

1
iい
此
は
出
来
れ
ば
、
最
会
卒
で
は
ゐ
品
。
同
一
企
業
単
位
に
属
す
る
甲
地
の
努
業
所
に
於
げ

る
所
得
ご
乙
地
の
管
業
所
に
於
け
る
共
ご
が
明
か
に
品
川
別

L
得
る
な
ら
ば
、
甲
地
税
権
で
は
、
甲
地
管
業
所
の
分

の
み
を
課
税
し
、

乙
地
税
構
で
は
乙
地
盤
百
業
所
の
分
の
み
を
課
税
し
、
尤
も
中
央
本
庄
の
分
に
多
少
特
別
留
保
を

行
ふ
ご
す
る
の
川
最
一
公
卒
な
る
分
配
た
る
こ

Z
Z札
な
い
。
…
…
其
に
よ
b
て
各
地
相
官
の
財
政
投
入
を
収
め
る

こ
Z
が
出
来
、
パ
い
又
其
貫
行
き
へ
出
来
れ
ば
、
之
に
よ
り
て
大
健
、
重
複
課
税
も
避
り
ら
れ
る
。

九
い
其
短
所
!
ー
い
併
し
元
来
、
営
業
所
得
其
も
の
が
、
所
得
中
で
も
捕
捉
難
な
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
賞
行
上

の
障
僻
の
ゐ
る
其
上
に
、

一
企
業
下
に
甲
地
乙
地
に
分
れ
て
管
業
所
が
存
在
し
、
比
二
の
も
の
が
不
可
分
的
に
作

業
し
、
其
各
が
一
の
金
管
業
の
別
方
面
又
は
臭
っ
た
階
段

rご
い
ふ
場
合
に
、
其
所
得
を
ニ
筒
所
に
分
別
す
る
こ

ご
は
六
っ
か
し
く
、
強
て
分
別
古
る
ご
き
は
、
例
之
、

甲
地
に
牧
場
を
、
乙
地
に
乳
製
品
工
場
を
、
丙
地
に
錨
詰

工
場
、
丁
地
に
販
責
所
を
も
っ
場
合
に
は
‘
見
様
に
よ
h
て
は
了
地
い
の
み
所
得
が
あ
っ
て
、
甲
乙
丙
芭
も
に
末

に
所
得
ご
い
ふ
ぺ
き
も
の
を
生
じ
て
居
ら
ぬ
ご
い
ふ
ニ
ご
に
な
る
Q

甲
乙
丙
地
主
て
も
比
企
業
に
つ
き
或
度
全
で

税
牧
入
を
得
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
の
に
、
此
方
法
に
よ
り
て
は
分
配
の
し
ゃ
う
が
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
甲
地

論

議

国
際
替
業
四
課
積

第
ニ
十
ニ
巻

第

競

五

四
三
]

Crobaugh， 1. c. p. 272. 10) 



明円、

市 甲 :

諭

議

園
際
管
業
の
課
祖

第
二
十
二
巻

(
第
三
規

四

五

の
庖
は
中
央
販
給
所
で
、
乙
丙
了
地
の
庖
が
小
河
鹿
だ
古
い
ふ
芭
き
に
も
、
甲
地
に
所
得
な
し
、
随
っ
て
此
地
の

税
権
に
税
枚
入
を
兵
へ
宇

Z
い
ふ
り
も
不
嘗
で
ゐ
ム
リ
、

き
り
ご
て
此
方
法
ー
よ
り
て
は
之
し
分
配
の
し
ゃ
う
が
な

ぃ
。
甲
乙
丙
丁
地
の
庖
が
凡
べ
て
斉
し
〈
小
貰
応
に
£
、
別
々
に
計
算
が
出
来
る
や
う
で
も
ゐ
る
が
、
主
(
等
が
一

企
業
単
位
の
一
部
だ
古
い
ふ
ご
凡
ぺ
て
に
共
通
な
る
管
業
費
ご
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
異
の
各
底
別
の
所
得
ご
い

ふ
も
の
は
見
出

L
隷
V
Z
い
ふ
ニ
ご
も
あ
る
。
会
く
此
方
法
に
は
賀
行
雛
ご
い
ふ
大
快
鮎
が
あ
る
(
註
一
(
)
)
。
ヨ
此

賞
行
難
ゐ
る
に
拘
ら
宇
、
強
て
費
行
す
る
正
す
れ
ば
、
配
嘗
の
不
託
公
平
ご
い
ふ
こ

Z
に
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
特
に

此
配
嘗
賀
行
難
の
虚
に
乗
じ
・
岨
管
業
者
に
於
て
比
較
的
軽
税
の
地
方
へ
出
来
る
だ
け
多
〈
の
所
得
を
向
げ
る
や
う

に
人
工
を
加
ふ
る
倹
地
も
あ
っ
て
、
此
動
か
ら
し
で
も
盆
々
不
会
一
中
古
な
る
(
註
二
)

0

3

其
結
果
、
或
関
係
国
に

zhτ
甚
し
き
財
政
投
入
滅
ご
な
る
こ
ご
も
あ
る
し
、
前
記
、
所
得
の
見
様
に
よ
り
て
は
、
或
替
業
所
の
所
在
地

L~-

の
務
権
が
税
牧
入
上
、
大
な
挟
陥
を
見
出
す
こ
ま
に
も
な
る
。

(陸

-o)
ジ
エ
ン
セ
ン
は
、
行
政
眠
か
ら
し
て
、
国
際
的
性
質
白
替
業
に
つ
き
純
盆
を
決
定
ナ
る
こ
と
は
岡
韓
日
記
。
金
値
と
し
て
も
比
管
柴
田
純

益
を
定
め
る
こ
と
は
十
分
困
難
だ
匹
、
其
よ
り
も
一
時
困
難
な
の
は
、
圭
利
得
中
、
其
圏
内
白
管
業
よ
り
生
ず
る
部
分
を
決
す
る
己
主
で
あ
る
と

い
品
。

(
睦
-
-
)

ス
タ
シ
プ
は
、
草
一
事
業
白
利
得
が
二
回
積
擢
に
分
間
き
る
べ
き
と
き
に
、
稔
白
植
き
方
へ
、
利
得
由
主
さ
を
置

t
や
う
に
決
定
白
方

法
量
謹
む
技
巧
の
大
な
る
能
地
を
生
ず
る
と
い
ム
て
居
る
。

B
纏
枚
入
又
は
貰
上
金
額
に
依
る
の
主
義
|

l所
得
の
代
・
り
に
纏
枚
入
を
持
来
る
こ
ご
も
出
来
る
(
詰
一
二
}
O

}ensen， 1. c. P. 342. 
Stamp， The fundamental principles of ta.'(ation. p. III 

11) 
12) 

Idlト
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(
昌
三
一
)

比
は
一
部
、
我
国
白
現
行
替
業
税
制
採
っ
て
居
る
。
却
論
其
が
此
の
L
O

に
依
る
の
て
は
な
〈
、
他
。
標
単
を
も
併
用
し
て
は
居
る
o

E

我
地
方
枕
で
も
、
例
之
、
大
阪
府
て
は
其
他
の
替
業
所
が
他
地
の
と
聯
絡
し
て
分
別

L
雄
き
場
合
.
其
地
に
於
け
る
製
造
品
の
償
格
又
は
其
販
買

代
金
白
ニ
分
一
を
収
入
金
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
帯
魯
西
町
地
方
積
に
で
も
、
保
陰
、
銀
行
、
信
用
業
務
に
て
は
、
会
所
得
白
十
分
一
は
本
宿
所

在
地
に
間
保
し
共
残
憶
を
閥
係
市
町
村
に
て
得
ら
る
ゐ
一
組
{
グ
ロ
ス
)
収
入
白
割
合
に
て
分
理
ず
と
い
ふ
と
み
」
に
な
っ
て
居
る
d

い
其
長
所
|
|
1
此
組
枚
入
又
は
責
上
高
は
多
〈
の
管
業
に
つ
い
て
は
、

し
易
い
。
其
れ
だ
り
に
於
て
貴
行
容
易
で
あ
る
富
士
一
一
)
。
ョ
其
捕
捉
易
な
に
け
に
於
て
牧
入
の
確
震
だ
ご
い
ふ
こ

E
も
あ
り
、

3
真
に
所
得
ほ

ν」
に
は
行
か
均
一
か
、
之
に
よ
h
，
て
所
得
の
大
曜
の
目
安
は
得
ら
れ
、
各
地
に
略
ぽ
一
公

卒
に
分
配
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。

4
此
方
法
に
よ
り
て
は
叉
後
に
い
ふ
や
う
に
或
地
方
に
て
配
嘗
を
得
ぬ
古
い
よ

や
う
な
不
都
合
は
生
中
る
が
、
併
L
禁
の
行
は
る
、
限
り
に
於
て
、
重
複
課
校
は
な
い
V

こ
ご
を
得
る
。

シ
ユ
ワ
ル
ツ
は
、
商
業
的
所
帯
の
分
間
に
て
は
、
支
席
管
業
の
到
す
る
だ
け
に
て
取
引
高
が
世
田
標
曜
と

L
て
許
さ
る
べ

L
と
い
ふ
て

少
〈
ご
も
所
得
に
比
し
て
は
捕
捉

居竺
る 望。14);5

み
主
(
短
所
1
I
1
此
方
法
は
一
企
業
電
位
に
麗
す
る
管
業
所
が
凡
べ
て
商
業
を
潟
す
芭
吉
に
は
各
地
に
相
官

に
買
上
高
を
伴
ふ
か
ら
宜
し
い
が
、
既
に
工
業
Z
商
業
Z
の
一
程
を
潟
し
た
る
場
合
に
は
工
業
の
行
は
る
、
蕗
に

は
責
上
高
叉
は
線
枚
入
は
な
さ
こ
正
、
な
り
・
其
存
在
す
る
所
の
地
方
は
牧
入
を
得
F
る
こ
吉
、
、
な
る
。
商
業
芭

商
業
己
の
合
慢
す
る
ご
き
に
て
も
、
甲
地
の
は
中
央
配
給
所
、
乙
地
丙
地
丁
地
等
の
は
小
責
庇
だ
ご
い
ふ
己
主
に

は
、
甲
地
に
は
貢
上
高
な
L
Z
い
ふ
ニ
己
に
な
り
て
、
的
も
工
業
所
在
地
、
中
央
配
納
所
々
在
地
不
利
ご
ヤ
る
。

論

叢

第
二
十
二
容

間
際
替
業
由
課
睡

(
第
三
韓

五
三
)

四
三
三

Asch， a. a Birnbanm， a. a. O. s. 43 

o. s. 30. 
Schwarz， D吊 Gemeinde-AbgabenwesenDeutschlands. S. 16. 

Adickes-Falk， a 白 o.s. I20 13) 

14) 
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(
第
三
都
五
四
)

此
に
も
配
嘗
し
な
〈
て
は
な
ら
泊
の
に
、
其
が
六
っ
か
し

ν。
貫
行
難
=
な
る
。
ヨ
強
ゐ
て
此
等
の
も
の
に
於
り

る
取
扱
高
に
も
課
す
る
ご
す
れ
ば
重
複
課
税
山
雄
九
生
じ
て
来
る
0
3
之
を
捕
捉
し
な
い
で
も
不
必
卒
、
強
ゐ

τ

之
を
捕
捉
L
て
も
不
公
平
何
れ
じ
し
て
も
不
必
-
ゃ
な
る
の
み
で
な
〈
、
抑
々
叉
買
上
高
又
は
総
攻
入
で
は
所
得

に
比
し
て
は
向
ほ
本
嘗

ω能
力
表
示
Z
は
い
は
れ
れ
H

J

」
い
ふ
根
本
的
の
不
都
合
も
あ
る
。

4
号
し
て
巌
正
に
総
枚

入
を
解
し
て
夫
の
工
業
又
は
中
央
配
給
所
々
在
地
に
配
嘗
し
な
い
ご
き
に
は
‘
其
所
在
地
の
財
政
ご
仁
て
は
大
に

議

間
際
普
業
四
課
桔

崎
市
ニ
十
二
巻

四

山

論

迷
( C )惑
資を
本戚
金 ι
額な

依 て
るは
の務
主 ま
呈阜 .n 
註

四

(
註
-
回
)

此
は
現
行
田
我
が
管
韮
種
目
一
部
に
行
は
れ
、
そ
し
て
所
得
説
中
白
法
人
の
超
過
所
有
計
算
の
基
礎
た
る
費
本
告
を
且
る
局
め
、
件
闘

法
人
に
つ
き
内
地
に
助
け
る
其
O
管
業
。
費
産
金
額
を
見
出
し
て
、
比
と
其
事
業
の
内
外
に
亘
る
穂
資
産
金
額
と
の
割
合
か
ら
計
算
し
ゃ
う
・
と
し

て
居
る
。

i一一

い
其
長
所

l
此
方
法
は
、
資
本
金
額
公
示
の
義
務
あ
る
法
人
、
銀
行
、
並
に
資
本
が
外
形
に
表
現
し
て

略
ぼ
捕
捉
し
易
き
工
業
な
ど
に
は
行
は
れ
易
い
。

2
随
っ
て
其
れ
だ
け
で
は
財
政
枚
入
の
確
寅
ご
い
ふ
こ

Z
も
ゐ

り、

3
重
複
課
税
も
避
け
ら
れ
、

4
之
に
よ
り
所
得
ほ
ど
で
は
な
く
ご
も
、
所
得
の
間
接
表
示
ご
し
て
其
の
一
の

目
安
Z
し
て
之
に
依
る
の
各
地
へ
の
分
配
が
大
題
、
公
卒
な
も
の
ご
い
ひ
得
る
。
特
に
前
に
事
げ
た
所
得
ゃ
、
纏

牧
入
の
一
如
(
或
営
業
所
の
所
在
地
に
血
嘗
の
会
〈
出
来
泊
古
い
ふ
や
う
な
不
都
合
も
な
レ
こ
ご
が
出
来
る
。

J 
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ιJ  



ろ
葉
短
所

1
l
l
併
し
此
は
多
〈
の
筒
人
偉
業
に
て
は
捕
捉
し
難
い
さ
い
ふ
こ
ご
を
一
大
快
結
ご
す
る
憲
一

豆
)
O

そ
し
て
之
を
捕
捉

L
hん
ご
し
て
も
、

一
業
世
の
中
で
も
、
牧
場
、

工
場
、
販
責
所
が
設
存
す
る
ご
し
て
其
捕

捉
難
易
の
度
合
は
同
一
で
な
く
、
後
者
ほ
げ
と
六
っ
か
し
い
さ
い
ふ
不
都
合
が
あ
る
。

2
新
〈
し
て
各
校
様
に
不
公

平
な
る
分
配
正
な
る
の
弊
も
あ
る
。
又
・
所
得
の
大
き
に
膝
宇
る
ご
い
ム
見
地
か
巳
し
て
、
資
本
令
額
の
大
吉
に

よ
り

τは
此
に
膝
じ
て
居
ら
凪
ご
い
ふ
こ
ご
が
ゐ
り
、
此
黙
よ
り
生
す
る
不
目
白
卒
配
嘗
ぜ
い
ふ
こ
ご
も
あ
る
0

3

其
等
の
矯
め
或
税
躍
に
於
け
る
財
政
投
入
を
認
し
〈
不
利
ピ
す
る
芭
レ
ふ
-
}
工
一
か
生

C
得
る
。

(
睦
-
五
)

比
資
産
O
汁
算
の
困
難
な
る
場
合
あ
る
こ
と
は
、
前
記
、
我
所
得
結
白
超
過
所
得
許
算
よ
、
比
に
位
る
を
不
遇
営
と
す
る
と
き
は
‘
枚

入
金
支
は
所
得
D
割
合
其
他
遇
制
な
る
方
法
に
値
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
屑
る
む
阿
国
つ
で
も
分
か
る
。

(D) 
土
Z由
建
物
の
賃
貸
債
格

依
る
の
主
義
詫

プて

(註
-
4
A
)

我
邦
の
現
行
替
業
栓
由
一
叩
抽
出
之
に
佳
ワ
て
肘
る
。

い
其
長
所

1
I
1
此
は
外
形
様
準
中
に
て
も
最
表
現
的
の
も
の
だ
か
ら
、
最
ち
捕
捉
の
容
易
だ
ご
い
ふ
こ
ご

に
於
て
、
並
に
各
地
分
別
的
で
ゐ
っ
て
各
税
権
に
分
つ
の
容
易
な
る
ニ
ご
に
於
て
、
他
の
何
れ
の
標
準
に
も
勝

る。

2
新
〈
し
て
此
が
最
貧
行
易
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
中
、
替
業
所
ご
い
ム
以
上
は
、
何
れ
の
も
の
も
或
度

ま
で
之
を
持
も
、
各
所
ご
も
之
に
感
じ
た
分
婚
を
錯
す
こ
さ
に
よ
り

τ、
英
所
在
地
の
枕
権
に
公
平
な
る
分
配
を

錦

L
得
品
。
特
に
此
に
よ
hJ
て
、
某
々
の
管
業
所
が
所
在
地
政
府
か
ら
受
〈
る
保
護
、
利
盆
の
度
合
が
大
種
、
良

論

議

間
際
管
業
の
調
積

第
二
十
ニ
巻

(
第
三
現

五
五

四
三
王

回

'Z要警
42p々
J
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園

開

膏

業

四

課

積

四

三

六

〈
現
は
さ
れ
る
0

3
新
〈
し
て
各
地
税
植
が
何
れ
も
相
官
に
大
な
牧
入
を
牧
め
る
こ
さ
が
出
来
、

4
各
園
が
相
率

ゐ
て
之
を
採
れ
ば
重
複
課
税
も
避
付
得
ら
れ
る
。

ろ
英
短
所

1
1
1
唯
だ
之
に
よ
り
で
は
管
業
所
の
物
的
元
素
の
み
を
捕
へ
て
人
的
一
冗
素
を
見
逃
が
す
-
』
さ
の

勉
め
に
分
配
に
不
均
衡
を
生
中
る
恐
が
あ
る
。
其
人
的
元
素
も
亦
た
廿
究
所
在
地
芭
の
聞
係
舎
も
つ
所
以
で
あ
b
、

論

議

第
二
十
二
巻

{
第
づ
欝

五
六
)

i一 一一←

之
を
見
逃
が
す
の
が
快
陥
で
ゐ
る
。
特
に
軍
一
企
業
に
属
す
る
別
箇
の
積
類
の
設
備
に
て
、
業
賃
貸
債
格
の
み
に

工
場
正
由
貿
応
ご
の
聞
の
如
き
に
て
工
場
の
方
が
過
大
の
配
蛍
正
な
る
傾
が
あ
る
。
同
じ
〈
貰

庖
Z
し
て
も
甲
乙
地
聞
に

τ、
賃
貸
債
格
ピ
所
得
正
に
均
衡
ゐ
ち
ゃ
疑
は
し
い
。
ヨ
其
結
果
正
し
て
は
或
管
業
所

よ
り
て
は
、
例
之
、

の
所
在
地
財
政
が
甚
し
く
困
る
こ
ご
を
生
じ
得
る
。

E
従
業
者
の
敷
に
依
る
主
義
(
註
一
七
)
O

(
睦
-
七
)
我
替
業
置
に
一
部
利
用
せ
ら
れ
て
居
る
。

い
其
長
所
|
|
1
此
は
捕
挺
が
大
睡
易
い
。

2
そ
し
て
各
管
業
所
E
も
に
相
官
の
従
業
者
を
持
ち
、
之
に
よ

り
て
各
地
に
相
嘗
公
平
に
分
配
す
る
を
得
る
。
特
に
従
業
者
の
多
少
ご
い
ふ
ニ
ご
は
所
在
地
政
府
に
厄
介
を
掛
〈

る
程
度
記
も
関
係
し
て
居
る
。

3
各
抱
税
構
ご
も
之
に
依
っ
て
相
嘗
に
牧
入
を
血
中
ぐ
る
こ
ご
を
得
る
。

4
重
複
課

殺
を
避
〈
る
に
も
足
る
。

ろ
其
短
所

1
i
1
此
が
最
大
の
訣
黙
は
公
手
な
分
配
正
い
へ
な
い

t
ν
ふ
こ
Z
で
ゐ
る
。
特
に
全
企
業
の
所



得
ご
各
所
従
業
者
の
数
ご
に
均
衡
あ
る
関
係
ゐ

b
z
は
い
ひ
難
い
。
従
業
者
の
中
に
は
高
級
な
る
あ

h
、
出
帆
担
酬
な

る
も
ゐ
る
。
有
能
な
の
も
ゐ
れ
ば
無
能
な
の
も
ゐ
る
。
共
を
頭
ご
な
し
に
計
算
し
て
は
会
卒
E
は
い
へ
な
い
。
叉

一
事
業
単
位

ω中
で
も
人
に
依
る
こ
ご
多
き
貰
庖
の
如
き
が
あ
h
、
人
に
依
る
こ
己
少
き
作
業
場
も
あ
る
。
従
業

者
の
欽
の
み
に
よ
り
て
は
一
公
平
な
分
配
ご
は
い
ひ
粂
ね
る
。

2
新
く
て
此
方
法
に
依
る
言
き
に
或
農
業
所
々
在
地

φD 
(F)財ー
従政
業枚
岩入
の上
俸に
最告 も
額困

る
{1Z こ
る z
oコ カヲ

主生
義じ
a l号
ーる
λ 。

(匙
-
-
A
)

私
は
嘗
て
地
方
聞
の
分
間
に
つ
き
、
之
を
標
準
と
し
て
分
配
し
(
尤
も
φ
〈
と
も
長
所
得
。
四
分
}
を
本
庄
に
留
惇

L
)
た
ら
良
か
ら
う

と
い
ふ
た
。
普
魯
聞
の
地
方
検
に
て
も
、
惇
陰
、
銀
行
.
信
用
業
務
以
外
に
て
は
、
各
市
町
村
に
で
生
子
る
俸
給
給
料
の
支
出
額
。
割
合
を
標
準

の

と
し
た
。

い
其
長
所

|
iい
け
此
は
従
業
者
の
数
に
比
し
て
は
劣
る
け
れ
H

と
も
・
捕
捉
が
左
ま
で
六
っ
か
し
〈
な
い
。
大

陸
は
押
さ
へ
ら
れ
る
ご
い
ム
利
を
も
っ
。

2
而
か
も
従
業
者
の
数
己
異
h
，
、
英
階
級
、
能
力
に
よ
り
て
自
ら
彼
等
の

全
企
業
所
得
に
輔
副
す
る
影
響
の
異
る
度
合
が
表
は
れ
て
、
業
じ
比
し
て
は
一
屠
会
卒
な
る
も
の
だ
る
を
得
、

εし

て
町
各
管
業
所
々
在
地
ご
も
に
相
蛍
の
牧
入
に
奥
か
る
こ
ご
が
出
来
、
ハ
幻
勿
論
各
闘
が
此
主
義
を
採
れ
ば
重
複
課

税
は
避
け
ら
れ
る
。

ろ
其
短
所

I
l
-
-
繰
勤
は
多
少
捕
捉

ω六
っ
か
し
い
ご
い
ム
ニ
ご
で
あ
b
、
ヨ
其
の
み
な
ら
守
、
此
に
て
は

(

(

d

(

 

論

間

際

替

業

白

課

揖

(

第

話

一

親

王

七

)

援

第
ニ
十
ニ
巻

四
三
七

拙著、祖税研究、第三容 32[-2.Birnbaurn， a. a. O. S. 43. Adickes--Falk， 
a. a. O. S. 120. As-ch. a. a. O. S. 30 
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策
=
一
挽

五
八
)

論

讃

司
際
替
業
四
課
積

第
ニ
+
ニ
巻

四
三
人

倫
ほ
事
業
の
人
的
方
面
の
み
を
見
て
、
物
的
一
冗
素
を
閑
却
し
て
居
る
だ
け
に
於
て
、
認
に
一
の
不
R

公
平
を
生

F
る

間
際
が
あ
b
、
3
随
ム
て
或
地
方
の
牧
入
を
困
ら
す
ご
い
ふ
ニ
ご
も
あ
る
。

G
諸
多
の
標
準
の
結
合
に
依
る
主
義

1
1上
記
単
濁
岡
崎
準
に
て
は
何
れ
に
よ

h
て
も
完
全
を
得
る
こ
ご
が
出
来

ぬ
の
で
、
此
等
の
或
も
の
を
結
合
す
る
の
主
義
を
生
C
た
。
此
に
は
色
々
の
組
合
せ
が
考
へ
ら
れ
得
る
が
、
詳
、
賃

例
ゐ
る
重
な
る
も
の
は
左
の
如
く
で
ゐ
る
o

い
所
得
Z
或
他
の
外
形
標
準
Z
を
結
合
す
る
主
義

1
所
得
古
資
本
吉
に
依
る
主
義
(
註
一
九
)

(
控
-
九
)
普
魯
閏
白
地
方
管
業
開
は
所
得
主
資
本
と
(
地
方
に
よ
り
て
は
所
得
と
給
料
額
と
に
て
品
川
る
こ
と
を
得
)
に
よ
り
て
謀
軸
吉
れ
、
替
業
が

一
部
、
普
魯
間
に
あ
っ
て
、
他
部
出
也
闘
に
あ
る
と
き
は
、
普
魯
西
に
あ
る
所
得
、
費
本
(
又
は
持
料
)
四
一
部
分
担
み
に
課
す
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
の

め

替
業
栓
法
に
で
も
、
監
閣
に
亘
る
替
業
に
て
は
奇
園
田
割
前
を
所
得
と
委
事
と
に
依
る
も
?
と
す
る
U

a
其
長
所
|
|
イ
此
に
は
所
得
に
依
る
こ
ご
の
原
則
的
会
卒
Z
い
ふ
こ
ご
正
、
芸
に
於
け
る
捕
混
雑
を

補
ふ
矯
め
の
資
本
の
利
用
ご
い
ふ
ニ
吉
、
に
依
り
て
、
業
何
れ
炉
一
方
の
み
を
採
っ
た
よ
h
は
よ
り
会
卒
な
ら
し

め
、
且
つ
ロ
一
一
暦
捕
捉
を
容
易
な
ら
し
め
る
苦
い
ふ
長
所
が
あ
る
o

川
之
に
よ
h
各
国
枚
入
を
相
嘗
に
確
保
す
る

こ
ご
に
な
り
、
ュ
そ
し
て
各
国
が
之
を
採
れ
ば
重
複
課
税
も
大
健
遊
り
ら
れ
る
。

b
英
知
所
|
|
イ
た

v
之
じ
よ
る
も
所
得
の
捕
捉
難
、
資
本
の
捕
捉
難
が
或
度
ま
で
U
獲
る
。
そ
れ
に

ι，" 
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所
得
の
亦
別
維
も
あ
る
。
ロ
且
つ
之
に
依
る
ご
、
所
得
ご
い
ふ
人
的
元
素
及
物
的
一
元
素
の
働
き
の
結
呆
の
外
に
、

資
本
ご
い
ふ
物
的
元
素
を
今
一
度
押
さ
へ
る
免
め
に
、
管
業
の
物
的
関
係
一
り
品
川
配
が
人
的
関
係
の
よ
り
も
重
苦
に

過

る

(ヨ)の
所 嫌
得ー が
ごあ
給 る
料 o

額

依
る

主
義
謹

O 

(
註
ニ

O
)

前
出
註
-
九
事
問
。

a
主
(
長
所
イ
此
も
所
得
の
原
則
的
公
平

z、
其
捕
捉
難
を
比
較
的
捕
捉
易
な
る
給
料
支
出
額
に
て

補
完
す
る
作
用
ご
を
利
用
し
て
一
一
層
公
平
な
る
こ
ご
が
出
来
る
し
、
ロ
両
院
に
賀
行
の
容
易

t
ν
ム
こ
ご
も
符
ら

る
、

o
C附
っ
て
各
閣
の
枚
入
を
確
保
し
、
一
一
各
閣
が
之
を
採
る
ご
す
れ
ば
重
複
課
税
も
避
り
ら
れ
る
。

b
其
短
所
|
|
イ
た
い
此
に
於
て
所
得
的
捕
捉
難
・
分
配
難
が
残
り
、
ロ
特
に
此
方
は
前
の
方
法
己
反

割
に
管
業
の
人
的
元
素
に
偏
重
す
る
嫌
が
あ
る
。

ろ
数
多
の
外
形
標
準
を
結
合
す
る
主
義

、.，，1

一
般
的
に
一
定
の
組
合
せ
を
定
む
る
主
義

a
買
上
高
、
土
地
建
物
の
賃
貸
倶
格
、
従
業
者
数
に
依
る
の
主
義
喜
一
一
一
}

{
詰
ニ
-
)
骨
太
刑
由
新
領
土
た
る
溶
塊
匂
領
地
に
行
は
る
ゐ
地
方
枯
法
て
は
、
支
分
所
あ
る
管
業
に
封
し
て
の
積
は
、
常
該
地
方
閣
世
に
於
け
る

替
業
設
備
自
主
言
及
六
書
、
勢
働
者
使
用
人
の
致
、
苦

M

従
軍
引
高
、
管
理
者
制
奥
者
四
所
在
(
本
底
か
否
か
)
を
考
慮
し
て
分
担
。
割
合
を
定
む
る

論

議

商
標
普
業
。
課
積

第
二
十
二
巻

(
第
三
税

五
九
}

四

j， 

?
j
i
i
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Li山 山山九一

世

論

第
二
十
ニ
巻

乙

と
ミ

ナょ
て〉

て

宮里
町7)蚕

業
ro 
韻
Z弛

議

(
第
三
按

六
C
)

四
回
。

イ
其
長
所
1
i
h
比
較
的
捕
挺
同
却
の
も
の
を
標
準
Z
す
る
だ
け
、
質
行
は
容
易
で
あ
り
、

の
標
準
に
依
ら
な
い
か
ら
、

そ
し
て
車
・
一

一
方
の
快
鮎
を
他
方
を
し
て
捕
完
せ
し
め
る
ニ
ご
が
出
来
、

一
目
盾
会
卒
.
に
ご
い
ふ

三
が
出
来
る
o

特
に
人
的
一
元
素
、
物
的
一
元
素
が
一
公
平
に
見
積
ら
れ
て
居
る
。
此
に
よ
り
各
地
相
琶
の
枚
入
を
牧

出
、
各
地
共
同
し
て
之
を
採
れ
ば
重
渡
課
税
も
遜
り
ら
れ
品
ぅ
。

ロ
其
短
所
1
1
1
強
ゐ
て
快
結
ぞ
い
へ
ば
、
あ
ま
り
に
様
準
が
多
一
過
ぎ
て
、
九
扱
面
倒
古
い
ム
ニ
芭

吉
、
人
的
元
素
た
る
標
準
に
於
け
る
従
業
表
の
数
♂
』
い
ム
の
が
従
業
者
の
償
偵
を
見
て
居
ら
ぬ
こ
芭
で
あ
る
。
品
位

煮
を
従
業
者
へ
の
給
料
支
出
額
に
改
め
た
ら
良
か
ら
う
。

b
設
備
的
賃
貸
績
格
ご
従
業
者
の
滋
ご
を
折
竿
結
令
す
る
主
義
(
位
ニ
二
)

(
註
ニ
ニ
)
我
閣
の
地
方
に
で
、
倒
之
、
兵
州
脇
に
て
管
業
が
他
地
に
頁
り
収
入
金
制
を
分
別
し
難
き
と
き
に
、
替
業
組
収
入
金
中
、
一
半
は
建
拘

賃
貸
慣
椅
.
一
半
は
従
業
者
般
に
比
刑
し
た
る
も
白
を
標
準
と
す
叫

イ
共
長
所

1
l其
標
準
は
凡
ぺ
て
捕
捉
易
で
あ
り
、
前
方
法
に
比
し
標
準
の
少
い

rけ
が
筒
軍
で
あ

b
、
而
か
も
人
的
元
素
も
物
的
元
素
も
平
等
に
掛
酌
せ
ら
れ
、
後
に
遁
ぷ
る
が
如
〈
業
開
に
よ
り
別
の
標
準
を
選

ん

r場
合
の
や

F

コ
に
、
各
業
‘
業
積
異
る
矯
め
の
擦
半
の
相
違
よ
h
し
て
の
苦
情
も
な
〈
、
同
企
業
軍
位
内
に
於

け
る
各
部
の
人
的
一
冗
索
、
物
的
元
素
の
偏
傾
に
よ
り

τ生
宇
品
苦
情
も
な
〈
、
先
づ
以
て
大
憧
会
卒
な
る
分
配
が

4 
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得
ら
れ
る
。
牧
入
も
各
地
Z
も
相
嘗
に
枚
め
ら
れ
る
し
、
そ
れ
が
ち
各
地
相
率
ゐ
て
之
を
採
れ
ば
重
複
課
税
も
遊

け
ら
れ
る
。

ロ
其
短
所
|
|
強
ゐ
て
故
知
を
求
む
れ
ば
人
的
元
素
の
従
業
者
数
日
て
、
業
従
業
者
の
債
位
争
】
見
な

い
ニ
=
で
あ
る
。
だ
か
ら
此
を
従
業
者
へ
安
梯
は
る
、
給
料
額
(
賞
奥
を
も
合
め
)
己
改
め
た
ら
良
か
ら
う
。
尤
も

進
ん
で
考
ふ
る
Z
使
用
人
へ
の
給
奥
額
に
せ
よ
、
設
備
の
賃
貸
債
格
に
せ
よ
未
に
其
倍
業
設
備
が
ら
生
?
る
所
得

ご
並
行
す
さ
い
へ
な
い
ご
い
ム
ニ
=
も
出
来
る
。
け
れ

Y
E其
極
力
に
遁
臆
す
る
に
最
適
営
ご
せ
ら
る
、
所
得
に

よ
り
て
分
配
す
る
こ
ご
に
於
て
賞
行
の
大
困
維
が
あ
る
以
上
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
此
に
い
ふ
や
う
な
外
形
標
準

を
利
用
す
晶
外
は
な
い
。
そ
し
て
此
が
特
に
図
際
又
は
地
方
際
課
税

ω問
題
に
つ
い
て
は
却
っ
て
所
得
よ
り
も
適

切
な
る
標
準
だ
ご
い
ふ
こ
ご
が
ゐ
る
。
ご
い
ふ
の
は
比
別
異

ω図

地
方
の
聞
の
税
牧
入
試
T
配
に
ウ
い
て
は
、
義

務
者
又
は
物
件
の
能
力
ご
い
ふ
こ
ご
の
み
で
な
〈
、
共
が
各
税
権

ω
属
す
る
政
府
か
ら
受
〈
る
刺
盆
の
度
合
ご
い

ふ
二
百
を
も
考
慮
す
る
の
が
王
宮
で
ゐ
る
。
此
を
前
提

τる
正
当
苫
に
・
管
業
に
於
け
る
人
的
元
素
た
る
使
用
人
第

働
者
も
茶
所
在
の
政
府
か
ら
色
々
の
世
話
に
な
る
の
で
あ
ち
、
管
業
の
物
的
一
冗
素
化
る
設
備
も
色
々
ご
所
在
政
府

か
ら
世
話
に
な
る
の
で
あ
り
、
此
か
ら
行
〈
ご
、
使
用
人
の
給
支
額
.
設
備
の
賃
貸
債
格
の
如
き
に
依
る
の
品
川
配

は
適
切
な
る
も
の
に
さ
い
ふ
を
得
る
。
此
関
係
か
ら
い
へ
ば
従
業
者
に
つ
い
て
其
給
奥
額
ご
せ
守
し
て
従
業
者
の

敷
ご
い
ふ
-
」

Z
に
す
る
の
で
も
大
な
不
都
合
は
な
い
-
』

Z
に
な
る
。

伊
業
穂
に
よ
b
外
形
標
準
の
組
合
せ
を
別
に
す
る
の
主
義
富
三
=
)

論

設

国

際

管

業

白

課

積

第
二
十
ニ
巻

(
第
=
一
腕

四
四
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(
第
三
棋

占
r、
) 

第
二
十
ニ
巻

同
際
普
講
の
謀
荷

(
註
ニ
亘
}
我
闘
現
行
棒
業
枕
が
探
ワ
て
居
る
。

吋
其
長
所
|
|
イ
此
は
前
り
方
法
が
物
的
元
素
に
於
て
設
備
の
賃
貸
債
格
正
一
定
す
る
の
で
は
窮
屈
で

あ
り
、
管
業
に
よ
b
τ
は
其
よ
h
b
他
の
標
準
、
例
之
、
資
本
金
額
、
責
上
金
高
を
選
ん
だ
方
が
遁
切
且
つ
貫
行

容
易
ご
い
ふ
も
の
に
於
て
、
之
を
利
用
す
る
の
使
の
ゐ
る
ピ
け
、
前
の
方
法
よ
り
も
一
一
屠
賀
行
易
で
も
ゐ
り
、
作

又
一
居
公
平
の
分
配
ご
も
な
h
得
る
。
い
各
地
之
に
よ
h
相
嘗
の
牧
入
を
得
、
い
且
つ
各
国
が
皆
之
を
採
る
な
ら

ば
重
複
課
税
を
避
り
る
・
』
古
も
出
来
る
。

い
り
其
短
所
|
|
付
此
に
よ
る
ご
き
に
、
各
穏
の
管
業
に
異
り
た
る
標
準
を
指
定
す
る
の
に
鏑
断
が
行
は

れ
、
其
異
っ
た
も
の
、
行
は
る
、
結
呆
Z
し
て
、
各
業
種
間
に
或
皮
の
不
均
衡
を
兎
れ
ぬ
o

ロ
標
準
の
不
統
一
な
仁

り
に
取
扱
繁
雑
で
あ
り
、
異
h
花
る
園
の
協
定
ご
い
ふ
も
の
が
二
居
、
得
悪
ν
Z
レ
ふ
賀
行
上
の
難
結
も
あ
る
。

四
回

論

議

結

論

i 

以
上
要
之
、
管
業
が
国
際
的
に
砂
丘
す
る
柏
崎
め
に
国
際
課
税
正
い
ふ
-
}
ご
は
大
に
閤
難
を
見
出
す
所
で
あ
る
が
、

之
を
泡
嘗
E

公
平
に
分
配

L
て
重
複
課
税
な
が
ら
し
む
る
第
め
に
は
、
闘
際
聞
に
一
の
主
義
が
確
立
協
定
吉
る
、
ニ

ご
が
望
ま
し
〈
、
其
方
法
Z
し
て
は
本
底
所
在
地

Z
茶
他
の
管
業
所
所
在
地
ご
の
聞
に
は
一
定
の
差
等
を
附
け
、

且
つ
各
相
官
業
所
々
在
地
の
聞
に
設
備
の
賃
貸
債
格
Z
従
業
者
の
数
又
は
芙
へ
の
給
奥
額
ご
の
比
例
に
よ
り
分
配
す

る
の
が
最
も
遁
嘗
だ
己
田
山
ム
。
此
れ
で
も
不
満
は
獲
る
が
、
相
卦
的
に
良
き
方
法
ご
し
て
推
す
こ
Z
は
出
来
る
。
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